
広島大学の若手研究者に聞く

両生類研究センターは、日本で唯一のネッタイツメ
ガエルの供給施設。6000匹以上のネッタイツメガ
エルを飼育している

蛍光顕微鏡で実験サンプルを観察する鈴木さん

■研究のきっかけ
　生き物を育てることが好きな父と、

人の体の仕組みを知ることが好きな

母。二人の影響を受けて、大学は生

物学科へ。実習で見たニワトリ卵の

胚の美しさに感動し、発生生物学の

研究室に入りました。体の形がどう

やってできるのかを研究しています。

■研究内容
　１つの受精卵、一つの細胞が分裂

を繰り返し、胎児、さらに赤ちゃん

になります。どの遺伝子が変異する

とどのように細胞が変化し、ヒトの

病気につながるのかについて、両生

類のツメガエルを使って研究してい

ます。もう一つは脳の再生について。

両生類の尾や脳の再生について、遺

伝子や細胞レベルからそのメカニズ

ムを研究しています。

■モデル生物としてツメガエル
　ツメガエルは、生物学の研究でモ

デル生物として世界中で用いられて

います。その理由は、卵がたくさん

とれる、カエルとヒトの胚発生の過

程が似ている、ヒトの病気にかかわ

る遺伝子の約8割がカエルと共通し

ている、飼育しやすくコストパフォー

マンスがよいためです。

■研究で分かったこと
　体ができるメカニズムを全て知り

たいのですが、私は脳を対象として

います。複雑な脳は、単純な1本の

チューブ（神経管）から生まれます。

どうやって管になるかというと、基

本的な構造単位である細胞が集まっ

たシートが内側に曲がるためです。

また、細胞のシートが曲がるには、

細胞が細長くなり、さらに細胞の表

面の一部が縮むことが必要です。な

ぜ細胞が形を変えられるかについて、

ここ最近研究しています。

　研究で２つの発見がありました。

一つは、脳の神経管の形成でミッド

ライン１というタンパク質がかか

わっていること。ミッドライン１が

ないと神経管がうまく形成されず、

脳ができません。もう一つは、細胞

内のカルシウムイオンの濃度がきち

んと調節されないと、細胞シートが

うまく収縮しないということ。これ

らの発見をコンピュータでシミュ

レーションし、理論的に説明するこ

とにも成功しました。

■研究の醍醐味
　研究は、仮説を立て、検証するた

めに実験し、その結果を考察する、

この繰り返しです。７、８割は失敗で

すが、予想していない結果が得られ

ることがあります。失敗の中に成功

の光が見えた瞬間です。研究は地道

な取り組みですが、エキサイティン

グな発見があったり、仲間と一つの

研究を作り上げてくプロセスが好き

です。

■これからの研究
　今、進めているのは、診断のつい

ていない何千人、何万人の一人しか

症例のない患者さんの遺伝子情報を

解読し、原因遺伝子を探る研究です。

ヒトの遺伝子情報の解読にかかる費

用が、かつては一人あたり数十億円

かかっていたのが今は数万円となり、

研究を進めやすくなりました。この

ような発見が医学的応用につながる

ことを期待しています。
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